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（様式１）

1）事業の実施概要 （単位：千円）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

(125,160) (125,160)

125,160 125,160

２）事業計画に記載した地域の復興における支障の解決に係る目標（注７）

基準年度 目標年度 確認年度

目標１ 小学1年生～6年生　46% 28 小学1年生～6年生  14% 29 小学1年生～6年生　54% 29 -25% B-1-1

目標2
富岡第二小学校6年生
　　男子53点
　　女子49点

28
富岡第二小学校6年生
　　男子53.9点
　　女子55.5点

29
富岡第二小学校6年生
　　在籍なし

29 - B-1-1

目標3

目標４

目標５

３）その他目標（２）に掲げたもの以外の目標（注７）

基準年度 目標年度 確認年度

目標１ 12団体 22 15団体 29 0 29 - B-1-1

目標2 600 22 300 29 0 29 - B-1-1

目標3

目標４

目標５

（注１）「事業番号」は、基幹事業については、「（制度要綱別表の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」、効果促進事業については、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。

（注２）「事業名」は定住緊急支援事業計画に記載された事業名を記載する。

（注３）「全体事業費」は、「全体事業期間」を通じての全ての事業費と交付対象事業費をそれぞれ記載する（交付対象事業費は（）で記載）。

（注４）「全体事業期間」は、事業着手年度から全ての事業内容が完了する年度までを記載する。

（注５）「年度事業費」は、事業着手から事業完了年度までの各年度の交付対象事業費と全ての事業費の実績額をそれぞれ記載する（交付対象事業費は（）で記載）。

（注６）「評価実施時期」は、定住緊急支援事業計画に基づく事業等が完了した日の属する年度の翌年度の12月末日までの実施した時期を記載する。

（注７）２)には定住緊急支援計画上記載した内容を、３）には定住緊急支援計画上全く記載をしていないものの、今回の整備により期待される効果があれば記載する。

なお、A-1,B-1,2,C-1事業については、子どもたちが十分に運動する機会の確保の観点、C-2,C-3については子育て世帯の定住に資する観点から、維持管理や運営の視点、ソフト事業との相乗効果などの面も含め目標を記載する。

（注８）「備考」の欄には、当該目標の評価対象となる事業番号を記載する。

総合スポーツセンター「多目的広場」の利用者数
(人/月)

富岡町教育委員会による調査

総合スポーツセンター「多目的広場」の整備により、子どもたちが
運動できる施設は完成したが、避難指示解除されたばかりであ
り、施設利用の機会が少なく、目標達成には至らなかった。平成
30年度には町内での学校再開も決定しており、部活動や各種大
会など小中学生の利用が見込まれる。

維持管理を行うNPO法人と連携し、町ホームページや
広報誌等に掲載するほか、スマートフォンアプリでの
情報を発信することで、広く周知・広報し、利用促進を
図る。

達成度 モニタリング方法
効果発現要因
（総合所見）

今後の対応 備考（注８）

総合スポーツセンター「多目的広場」のスポーツ
少年団等利用団体数

富岡町教育委員会による調査

総合スポーツセンター「多目的広場」の整備により、子どもたちが
運動できる施設は完成したが、避難指示解除されたばかりであ
り、施設利用の機会が少なく、目標達成には至らなかった。平成
29年12月に小学生を対象としたサッカー交流会を開催予定であ
り、今後も継続的にイベントを開催するなど、利用促進を図る。

維持管理を行うNPO法人と連携し、町ホームページや
広報誌等に掲載するほか、スマートフォンアプリでの
情報を発信することで、広く周知・広報し、利用促進を
図る。

指標

従前値 目標値 実施後の値

備考（注８）

小学生の肥満傾向児童生徒割合 富岡町教育委員会による調査

総合スポーツセンター「多目的広場」の整備により、子どもたちが
運動できる施設は完成したが、避難指示解除されたばかりであ
り、施設利用の機会が少なく、全学年での肥満傾向児童の割合
は増加したが、小学1年生は28年度33%に対し、29年度は0%、小
学2年生は28年度50%に対し、29年度は33%となり、改善傾向が見
られた。

授業を通じて、継続的な運動による肥満解消の重要
性や運動の楽しさを伝えることにより、更なる利用促
進を図る。目標達成に向け今後もフォローアップを行
う。

小学生の体力テストの総合点 富岡町教育委員会による調査

総合スポーツセンター「多目的広場」の整備により、子どもたちが
運動できる施設は完成したが、富岡第二小学校6年生は在学児
童がなく比較が出来きず、目標達成には至らなかった。しかし、同
校3年生については男女ともに目標値40点に対し、男子46点・女
子50点となり、運動能力の向上が見られた。

各個人の体力に応じた運動プログラムを作成
し、運動能力の向上に取り組み、目標達成に
向け、今後もフォローアップを行う。

指標

従前値 目標値 実施後の値

達成度 モニタリング方法
効果発現要因
（総合所見）

今後の対応

～

～
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～2

富岡町総合スポーツセンター「多
目的広場」整備事業

富岡町総合スポーツセンター「多
目的広場」

基幹 町

年度事業費（注５）
評価

実施時期（注６）

～

その他

1 B - 1 - 1

定住緊急支援事業計画に基づく事業等の評価一覧
平成２９年１２月時点

No.
事業番号

（注１）
事業名
（注２）

地区名
施設名

基幹/
効果促進

事業
実施
主体

全体事業費
（注３）

全体事業
期間

（注４）

28～28 平成29年12月



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 平成２９年１２月時点

福島県 交付期間 125,160

富岡町 実績評価実施時期 B-1-1

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。
（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

平成29年度 評価対象事業

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

○　授業を通じて、継続的な運動による肥満解消の重要性や運動の楽しさを伝えることにより、更なる利用促進を図る。目標達成に向け今後もフォローアップを行う。
○　各個人の体力に応じた運動プログラムを作成し、運動能力の向上に取り組み、目標達成に向け、今後もフォローアップを行う。
○　町ホームページや広報誌等に掲載するほか、スマートフォンアプリでの情報を発信することで、広く周知・広報し、利用促進を図る。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　総合スポーツセンター「多目的広場」を整備することにより、放射線への不安から外遊びの機会が失わていたが、子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着(肥満児童数の減少・運動能力の向上)を図る。

【区域全体図】

事業計画推進による高価・変化

○　総合スポーツセンター「多目的広場」の整備により、子どもたちが運動できる施設は完成したが、避難指示解除されたばかりであり、施設利用の機会が少なく、全学年での肥満傾向児童の割合が増加したが、小学1年生は28年度33%に対し、29年度は0%、小学2年生は28年
　度50%に対し、29年度は33%となり、改善傾向が見られた。
○　総合スポーツセンター「多目的広場」の整備により、子どもたちが運動できる施設は完成したが、富岡第二小学校6年生は在学児童がなく比較が出来きず、目標達成には至らなかった。しかし、同校3年生については男女ともに目標値40点に対し、男子46点・女子50点とな
　り、運動能力の向上が見られた。

【事業詳細】

(1)事業概要
　「富岡町災害復興計画(第二次)」に基づき、富岡町総合スポーツセンター「多目的広場」を改修することにより、帰還後の子供たちが安心し
てスポーツを楽しむ環境が整備され、子供たちの運動機会の確保と体力向上を促進し、子育て世帯の帰還の促進と定住促進を図る。
❐施設名：富岡町総合スポーツセンター「多目的広場」
❐整備状況：　グランドコート人工芝張替　A=10,214㎡、基盤工（不陸整正）　A=10,214㎡、照明設備工　1基
(2)事業の実施状況
❐　工期：　平成29年1月29日～平成29年3月24日　　❐　完成日：　平成29年3月24日　❐　供用開始日：　平成29年4月1日
❐　施設の運営方法
　　　・運営日：　全日（年末年始、祝日を除く）　　・時間：　午前9時～午後5時　　・利用料金：　町民利用は無料
❐　利用状況
　　　・利用者数：　2,243人　・利用団体数：　23団体　・イベント開催状況：　富岡ロードレース大会等、年間を通じてイベントを開催
(3)人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係
❐　避難者数
【実施前】
　本町の震災前（平成23年2月末日）の住民基本台帳登録人口（以下「住基人口」という。）は、15,960人（外国人を除く。）であったが、原子力
事故により、現在に至るまで全町避難が継続されており、本年10月1日の住基人口は13,674人まで減少している。減少した人口のうち、40歳
代までが1,431人であり全体の62%超を占め、流出の比率が高くなっている。
【実施後】
　帰還困難区域を除き平成29年4月1日に避難指示解除され、町内での生活が始まり、ふるさとを未来につなげる取り組みの第一歩を踏み出
したところである。本年10月1日の住基人口は13,298人となっており、昨年同時期から376人減少しているが、避難指示が解除されたことか
ら、流失の比率が減少している。
❐　肥満児童の割合
【実施前】
　小学校1年生から6年生までを対象とした健康診断の結果、「肥満」と診断された生徒の割合は、14%（平成22年度）から46%（平成28年度）と
なっており、長期に渡る避難生活により肥満生徒が増加している。
【実施後】
　小学校1年生から6年生までを対象とした健康診断の結果、「肥満」と診断された生徒の割合は、54%（平成29年度）となっており、避難指示
解除されたばかりであり、施設利用の機会が少なく、全学年での肥満傾向児童の割合が増加したが、小学1年生は28年度33%に対し、29年
度は0%、小学2年生は28年度50%に対し、29年度は33%となり、改善傾向が見られた。
❐　体力テストの総合点
【実施前】
　富岡第二小学校の6年生を対象とした新体力テストの総合点は、男子は61.46点（平成22年度）から53点（平成26年度）、女子は64.84点（平
成22年度）から49点（平成26年度）となっており、震災前と比較して運動能力が低下している。避難による運動機会の減少が子どもたちの体
力低下などに顕著な影響を与えており、避難指示解除や学校再開に向けて帰町する子どもの成育環境を整備する必要がある。
【実施後】
　富岡第二小学校6年生は在学児童がなく、比較が出来きず目標達成には至らなかった。しかし、同校3年生については男女ともに目標値40
点に対し、男子46点・女子50点となり、運動能力の向上が見られた。
(4)その他
❐　スポーツ推進連絡協議会での意見
　　各町村のスポーツ施設の復旧が進み、利用者が安心してスポーツを楽しみ、運動機会の確保と体力向上を促進する取り組みが必要。利
用者の声も参考にしながら、運用を図ってほしい。
❐　利用者の声
　上記協議会の意見を踏まえ、利用者へアンケート調査を実施。
　主な意見は以下のとおり
・夜間の施設開放をお願いしたい。
・施設備品を充実してほしい。

県名 平成28年度 交付対象事業費

市町村名

B-1-1 

富岡町総合スポーツセンター

「多目的広場」整備事業 

富岡高校・中学生交流サッカーの様子 改修後の多目的広場 


